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	応用
	抗原情報
	背景
	RUNX2は、エンハンサーまたはプロモーターのコア部位に結合し、オステオポンチン、骨シアロプロテイン、オステオカルシンなど、様々な遺伝子の転写を制御します。RUNX3/AML2はRuntファミリー転写因子に属します。RUNX3は、胃上皮細胞における細胞増殖の抑制、背根神経節における神経新生、そしてT細胞分化に重要な役割を果たします。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	RUNX1/RUNX2/RUNX3 抗体を使用したパラフィン包埋マウス肺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	RUNX1/RUNX2/RUNX3 抗体を使用した Raji および Jurkat 溶解物中の RUNX1/RUNX2/RUNX3 のウェスタン ブロット分析。
	

	RUNX1/RUNX2/RUNX3抗体を用いたMCF-7、Hela、Molt4ライセート中のRUNX1/RUNX2/RUNX3発現のウェスタンブロット解析
	

	RUNX抗体を使用したMOLT4溶解物中のRUNX1/RUNX2/RUNX3のウェスタンブロット分析。

